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島嶼研特任教授に着任して

国際島嶼教育研究センター 鈴木英治

平成30年3月末で理工学研究科を定年退職と

なり、4月から「薩南諸島の生物多様性とその

保全に関する教育研究拠点整備」を担当する特

任教授として、国際島嶼教育研究センターで働

くことになりました鈴木英治です。よろしくお

願いいたします。このプログラムは、前身とな

る単年度のプログラムを入れるとすでに 年経

過し、あと2年続く予定です。「教育研究の拠

点整備」ということで、あるテーマを決めて実

行するというより、多くの教員がそれぞれのテ

ーマを進めやすい環境を作ることを趣旨とし

ていますが、奄美分室の設置もあり、奄美群島

における教育研究活動は幸いにして格段に増

えていると考えます。ただ来年度で現プログラ

ムは終了となりますので、教育研究活動が途切

れることのないようにその後の進め方を考え

なくてはなりません。

ところで私自身が特任教授着任後に行って

いることを、以下に紹介しましょう。平成27年

度まで鹿児島大学の博物館長を兼務していた

時に、約14万点といいながら正確な総点数すら

も不明であった植物標本庫の標本のデータベ

ースとデジタル画像の作成、そして大学ホーム

ページ上での公開を始めました。これらの標本

は薩南諸島の植物多様性を研究する時に必要

不可欠なものなので、平成28年度に新設のグロ

ーバルセンター長となってからも続け、現在も

継続中でようやく6万5千点余りが今年の7月で

済みました。まだ標本庫の半分弱しか終わって

いませんが、科ごとに行っているので整理済み

の科については、薩南諸島の各島で採集収蔵さ

れている種が明確になりました。そのデータは、

昨年度末に本プログラム予算で出版した『奄美

群島の野生植物と栽培植物』（南方新社）にも

生かされています。本の執筆と標本のデータベ

ース作成で気づいたこととして、鹿大のキャン
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パスにもあるようなごく普通な種の標本が、希

少種などよりかえって少ないことです。たとえ

ば全国各地に分布するという帰化植物のヒメ

ジョオン（写真1）は、奄美大島に1980年代後

半以後に入ってきたようで現在島内の各地に

見られますが、鹿大の標本庫に存在せず、堀田

（2013）の奄美群島植物目録にも記録されてい

ません。奄美大島に隣接する与路島の標本は鹿

大標本庫に皆無、請島と加計呂麻島の標本も他

の島と比較するとずっと少ないことが分かり、

現在はこれら3島の植物相を明らかにするた

めに、標本収集を行っています。先に述べたヒ

メジョオンは与路島で発見できておらず、帰化

植物の侵入経過も興味深い研究テーマです。

昨年度まで毎年 回は植物観察会を奄美大島

で開催し、毎回40名ほどの方に参加していただ

きました。それはそれなりの効果があったので

すが、やはり実質2 3時間の植物観察会では初

心者への導入としては意味があっても、より上

のレベルの方には物足りないだろうと感じて

いました。そこで今年は5日間の野外観察会を

伴う「奄美群島の植物教室」始めました。参加

者は原則全部に参加することとし、植物分類の

一般的な講義、野外観察と植物の撮影、その後

の教室で植物写真の分類整理を行います。参加

者を募集したところ32名と予想以上に多数の

方に参加していただき、大人数では野外で十分

に説明できないので、土曜日だけに行う予定だ

ったのを、2班に分け土日と2日同じことを繰り

返すことにしました（写真2）。昨年度までの

日観察会の参加者は小学生とその父兄が多か

ったのですが、今年は年齢が高くツアーガイド

をやっておられる方など、より専門的な知識を

得ようとして熱心に参加される方が多くみら

れます。昨年までの観察会より大学の教育活動

らしい内容になっていると感じています。私自

身も植物教室の準備のために奄美の植物を見

直す良い機会となり、これはこうだったのかと

勉強不足を恥じながら、奄美の植物の複雑さに

改めて感心しています。

写真1 ヒメジョオンの花 （奄美大島

大和村思勝2018.6.20）

写真 2 奄美群島の植物教室参加者

（2班編成のうちの 1班、奄美大島龍郷町

2018.6.24）
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鹿児島大学島唄 xジャンベプロジェクト part 1

兼務教員（法文学部）梁川英俊

去る 7月 31日 18時半から、島嶼研会議室で

「島唄×ジャンベ・プロジェクト 1」と題

してコンサートを行った。出演は唄者の中村瑞

希さん、永志保さん、ジャンベ奏者の徳田健一

郎さん、また友情出演で人文科学研究科 1年の

安妮（アンニ）さんと鹿児島で活躍中のジャン

ベ関係者約 10 名が加わった。コンサートは 2

部に分かれ、1部では島唄とジャンベがそれぞ

れのレパートリーを披露し、2部では島唄とジ

ャンベの共演が行われた。

島唄は打楽器と相性がいい。旧暦八月に行わ

れる八月踊りの伴奏はチヂンと呼ばれる奄美

独特のクサビ締め太鼓のみであり、三味線も弦

楽器であると同時に撥で胴の皮を叩く打楽器

である。「ならば、エキゾチックなジャンベと

もうまく絡むことは間違いない」という徳田氏

のラブコールがきっかけで実現したコンサー

トであったが、結果は予想通り、なんともノリ

のいい、楽しいコンサートになった。

事前にラジオなどで宣伝したせいもあり、会

場には 100人近くが詰めかけ、立ち見も出るほ

どの盛況であった。特に島唄ファンの中には、

ジャンベの魅力に目覚めた人が多くいたよう

で、終演後のアンケートの結果も大変に好意的

であった。また、演奏者によるトークでは、ジ

ャンベを育んだアフリカの文化と奄美の伝統

文化との類似点が浮き彫りになり、楽しみなが

ら異文化学習ができる場にもなった。考えてみ

れば、島唄とジャンベはどちらも鹿児島の重要

な文化であり、その共演は鹿児島の音楽文化の

「顏」としてもっと頻繁に行われていいと思う。

なお、このコンサートはもともと奄美の世界

自然遺産登録を記念して、教育学部の「エデュ

カ」を会場に、ほかの出演者も交えて大々的に

行う予定であったが、登録が見送られたため規

模を縮小した。したがって、タイトルに 1

とあるのは、2 年後に登録が決まったときに

2 を行うという意味があることを付け加

えておきたい。

企画した西村（右）・梁川両教授によるあいさつ PPTを使用した梁川教授による趣旨説明
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島唄パート

島唄とジャンベのコラボレーション

ジャンペパート

100人以上の参加者がコラボを楽しんだ

アンケートでは以下のような意見・感想がありました。Part 2もたのしみです。

＊とても楽しく聞かせていただきました。もっと聞きたいです。また、機会を作っていただけたら

ありがたいです（70代男性）。

＊各々の演者の説明や会話がわかりやすく楽しくて、よかった。アフリカと奄美の自然や人々の持

つリズム（息吹や感情）が異なるので、コラボは難しいかなと思ったが、なかなか良かった（60代

男性）。

＊島唄とジャンベのコラボレーションは想像していたよりも素敵なハーモニーをかなでていて驚き

ました。三味線が「打楽器」とおっしゃっていたのが意外でした。ドラムビートがとても心地よか

ったです。素敵な時間を有難うございました(40代女性)

＊すばらしい唄の島に生まれたことをほこりにおもいます。ありがとうございました（60代女性）
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学生奮闘記 
 

MY EXCHANGE PROGRAM WITH THE UNIVERSITY OF KAGOSHIMA
 

PHUNG CHEE CHEAN（サバ大学熱帯生物保全研究所） 

 I met Prof. Kawai Kei for the first time in Sabah, Malaysia, on a talk about Kagoshima University 

International Center for Island Studies. On this talk, he introduced the environment of Kagoshima 

islands and the ongoing researches conducted by the center. As a master student who is doing research 

on island biogeography, this talk made me interested to visit Kagoshima and the International Center 

for Island Studies. After I finished my master project, I emailed to Prof. Kawai Kei to express my wish 

to go to Kagoshima for a short-term research visit. Under the financial support by Sakura Exchange 

Program in Science, I was given a chance for a research visit to Kagoshima University for three weeks 

(13th May 2018 – 1st June 2018). 

My research activities with Kagoshima University

The three weeks in Kagoshima was a very meaningful experience for me. The main activity for the

three weeks program was a collaborative research with the Prof. Kawai Kei, as well as with Ph.D.

student under supervision by Prof. Kiyonori Tomiyama. In this collaboration project, we aimed to 

study the relationship between size variation of land snail Cyclophorus sp. and carbon isotope 

compositions in two islands: Yakushima Island and Tanegashima Island.  The forest in Yakushima 

and Tanegashima is really astonishing, especially the former. The forest was well-protected and there 

is high diversity of land snails. It was excited to understand a different species composition of land 

snail in Kagoshima and my country. 

Besides the adventurous fieldwork, I also joined the laboratory activity under Prof. Tomiyama. I 

learned new software to collect data on shell size, thanks to Prof. Tomiyama and the students. I 

enjoyed the research seminars with the group on various topic of Mollusca in the region. I also had 

fruitful conversation with the students on research topics, and I’m glad to visit their Mollusca 

collection which allowed me to gain more knowledge on the diversity of Mollusca in Kagoshima. 

Amazed by the nature beauty of Kagoshima prefecture

Once I entered the prefecture of Kagoshima, I was amazed by its beauty of nature. The view of 

Sakurajima, a symbolic island of Kagoshima, was really astonishing. For your information, there is no 

active volcano mountain in Malaysia, and this was my first time to stay so near to a volcanic island. 

From my hostel, I can see the outline of the mountain during clear day and plume of smoke rising from 

the top of the mountain. I felt that this was so magical to see such scene every day although my friends 

in Kagoshima did not seem to have the same feeling.  After a weekend trip to Sakurajima, I was 

amazed by how the local people living in harmony with the active volcano for over few hundred years.  

Through my fieldtrips at Yakushima and Tanegashima as well as the leisure trip to 

Sakurajima, I have strong feeling toward how Kagoshima people conserve and appreciate their 
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学生奮闘記 (cont.) 

amazed by how the local people living in harmony with the active volcano for over few hundred years.  

Through my fieldtrips at Yakushima and Tanegashima as well as the leisure trip to Sakurajima, I have 

strong feeling toward how Kagoshima people conserve and appreciate their environment. I see how 

people in Kagoshima maintain a balance and harmonious relationship with nature which I wish I can 

apply this in my country one day. 

A glimpse of history and culture of Kagoshima

Apart from understanding Kagoshima through researches and nature exploration, I also had a glimpse 

of the Kagoshima’s history and culture. My weekend trip includes visit the historical museum, for

example, Reimeikan, and one of the famous UNESCO World Heritage Site, namely Sengan-en. I’m 

surprised when I see how complete the Reimeikan kept the historical material that tells the past history 

of the prefecture. Such a prefectural museum is hardly seen in Malaysia. The Sengan-en was quite an 

eye-opener. I felt like I had taken a time machine and went back to the industrial revolution during 

Meiji periods in Kagoshima. Without a doubt, I enjoyed the “time travel”. 

Deep appreciation to people in Kagoshima

During these three weeks in Kagoshima, I received warm welcome from lecturers and students of the 

University of Kagoshima. Sincere gratitude to the students from Prof. Tomiyama’s lab for helping me 

when I’m lost my way in the university; for organizing welcoming and farewell party (nice foods and 

drinks!); for bringing me around to explore the Kagoshima; for becoming friends with me. I also 

thanks to the lecturers especially Prof. Kawai Kei for managing the whole program, giving me useful 

advises and taking care of me in various aspect. I also would like to thank Prof. Tomiyama for his 

guidance during my data collection in his lab.  I received so much during these three weeks which I 

couldn’t find the best way to repay. To everyone I met in Kagoshima, I hope that we can meet someday 

in the future so that I can repay your kindness. 

 
with new friends                              In Yaku Island 
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国際島嶼教育研究センター研究発表要旨

第 186回 2018年 4月 23日
奄美大島におけるリュウキュウアユの生

活史

久米 元

（鹿児島大学水産学部）

リュウキュウアユは、日本全国に広く分布す

るアユとは別の亜種で、野生の個体群は奄美大

島のみに生息している。奄美大島では古くから

“ヤジ”と呼ばれ親しまれており、元々は食用

としても利用されていた。外見はよく似ている

が、最大で 30 センチを超えるアユに比べてよ

り小型で 15 センチ程度である。かつては沖縄

本島にも生息していたが、環境の悪化にともな

いすでに絶滅してしまった。現在は環境省と鹿

児島県に絶滅危惧種として指定され、地元の

方々に大切に保護されている。私たちの研究室

では、リュウキュウアユの保全を目指し、これ

まで様々な生態研究を実施してきた。個体数は

年により大きく変動すること、アユ同様、川と

海を行き来して生活する両側回遊魚であるが、

仔稚魚期は沖合域へと移動することなく、主に

河口・沿岸域で生活していること、そのため河

川ごとに複数の個体群が存在すること等、興味

深いデータが多く得られている。本報告では、

リュウキュウアユに関しこれまでに得られた

最新の研究成果や保全に向けた取り組みにつ

いて紹介したい。

久米 元氏

第 187回 2018年 5月 28日
マレーシア・サバ州島嶼における陸貝の生

物地理学的研究

P.チーチェン
（サバ大学熱帯生物保全研究所）

島嶼は生物地理学や進化学の研究において、

いつも大きな関心を持たれる地域である。サバ

州には島の持つ特徴の一つである「隔離」や「大

きさ」という点で多様な島々が 500 ほどあり、

また、これらの島々は「気候」や「歴史的（進

化）過程」においても異なる経緯を経てきてい

る。サバ州は世界的に見ても生物多様性の高い

ホットスポットである、残念ながらサバ州の島

嶼における生物多様性に関する情報は十分で

はない。

サバ州の西の 24 の島々に生息する陸貝のリ

ストは、「種組成」や「種の豊かさ」に対して

の島の「大きさ」や「隔離」の効果を示してき

た。本研究での北西の島々で採集したアオミオ

カタニシ属の陸貝（Leptopoma pellucidum）の系

統地理学的研究もまた現在の「遺伝的分布」と

「遺伝的構造」を提示し、分子時計で補正され

た系統樹は「歴史的（進化）過程」を推測する

ことができた。

サバ州西沿岸の 24 の島々の 133 調査地点、

そしてデータベースと論文に記載された陸貝

は全 67 種であった。この陸貝の「種組成」パ

ターンは非常に集合した状態を示しており、こ

れは「隔離」と「大きさ」という両方の要因に

より影響を受けているといえる。また、多くの

大陸近くの島での研究で示されているように、

サバ州沿岸の島での「種の豊かさ」は「隔離」

よりも島の「大きさ」に影響を受けていた。そ

して、L. pellucidumの系統地理学的研究からみ

た「遺伝的構造」は 3つの主要な系統に分けら

れた。驚くことに、この陸貝の遺伝的分岐時期

は最終氷期での海面上昇による島の隔離時期
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と一致していなかった。おそらく、この系統は

中期から後期更新世の間で分岐したと考えら

れる。このことは氷期の前期と更新世での気候

変動がこのような分岐を引き起こしたと考え

られる。

この研究によりボルネオ島の生物地理学的

かつ進化学的な過程を解明することができた。

P.チーチェン氏

第 188回 2018年 6月 18日
津波の数値解析の紹介及び多変量解析に

基づく日本離島の考察

柿沼太郎

（鹿児島大学学術研究病理工学域工学系）

まず、津波の数値解析に関して、幾つかの

手法を紹介する。水の波の性質を決めるパラメ

タの一つは、波の長さと、水の深さの比である。

水深 4千メートルの太平洋を進む、波長数十キ

ロメートルの津波は、波長に比べて水深が浅い

から、浅い波と言える。これに対して、一般に、

水深 センチの風呂で作る波長 5センチの波

は、波長に比べて水深が大きく、深い波という

ことになる。津波や、高潮は、非常に長い波で

あり、これを起因として様々な被害が生じる。

ここでは、海底地震や、地すべりによって引き

起こされる津波の数値解析例を紹介し、鹿児島

県の津波に言及する。次に、離島の特性に関し

て論じる。離島における産業の振興や、文化の

継承のためには、離島が有する様々な特性の現

状を知る必要がある。そこで、主成分分析や、

クラスタ分析を用いて、日本の離島の統計量か

ら、特性を抽出することを試みた。離島の経済

力、離島の潜在能力・魅力、そして、離島にお

ける居住性の 3点に着目して得られた結果に

基づき議論したい。

柿沼太郎氏

第 189回 2018年 7月 23日
奄美大島のマダニとダニ媒介性ウィルス

の生活環

松野啓太

（北海道大学大学院獣医学研究院)

マダニによって媒介されるウイルス感染症

が世界各地で問題となっている。日本において

も、重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTS

ウイルス）、ダニ媒介性脳炎ウイルス感染によ

る死亡例が報告されている。一方で、既に問題

となっている病原体以外のウイルスについて

は、ウイルスの遺伝的多様性やマダニ中での低

いウイルス力価などが障壁となって、ほとんど

研究されていない。そこで、我々のグループで

は先回りでダニ媒介性ウイルス対策を行うた

めに、日本国内外でマダニにおける病原ウイル

スの網羅的探索を試みている。日本国内ではこ

れまでにマダニ約 3千個体を採集（そのうち約

百個体を奄美大島および徳之島で採集）し、国

内で問題となっているウイルスおよびその類

縁種を検出したところ、様々なマダニ種に多様

なウイルスが浸潤していることが明らかとな
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った。特に、SFTS ウイルスを含むフレボウイ

ルス属のウイルスについては、マダニと共進化

しながら病原性を獲得している可能性が示唆

される結果が得られた。本研究では奄美地方の

マダニからウイルスは検出されなかったが、引

き続きモニタリングを継続していきたい。

松野啓太氏

第 190回 2018年 9月 18日
技術交流にみる琉薩関係史―海運業者・医

師・庖丁人を中心に―

山田浩世

（沖縄県教育庁文化財課史料編集班）

前近代において鹿児島（薩摩藩）と沖縄（琉

球国）は、複雑で多様な関係を築いていた。そ

の中では活発な人や物の往来が行われ、かつさ

まざまな技術交流が見られた。例えば、琉球で

は医師や庖丁人は中国や薩摩で頻繁に修業を

行っていた。彼らは帰国した後に国内の役職に

就き、必要とされるさまざまな場面で技術を用

いて国の運営を支えていた。そのため琉球では、

技術導入に特段の働きがあった者を士族に取

り立てるといった政策が展開し、技術の維持と

革新をはかっていた。また、琉球は「異国」と

しての立場を示し演出するために技術をさま

ざまな場面で活用し、薩摩藩もそのことを利用

して外交を展開するなど、それぞれが技術を自

国の文化のなかに内在化させていった。修業や

交渉の場で行われた技術の交流や利用は、時に

それぞれにとっての新たな技術導入の契機と

もなり、地域毎の文化形成に大きな影響を与え

根付かせていったのである。

山田浩世氏

研究会で奄美分室と Skypeでつないでの討論風景
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お知らせ

（1）着任

特任教授として前鹿児島大学理学部の鈴木英治さんが 4

月 1 日に着任いたしました。研究テーマは「奄美群島にお

ける植物の多様性の研究」で、専門は植物生態学です。

また、平成 30 年 1 月に事務補佐員の深川直子さんが退職

されましたので、3 月 12 日より田邉清美さんが採用されま

した。奄美分室でも事務補佐員の久野仁智佳さんが 3 月に

退職され、4 月 1 日より重井香織さんが採用されています。

  
（2）研究調査

国際島嶼教育研究センターでは「島はひとつの世界」という概念のもと、「多島域における環境

変動に対する適応」というテーマで国内外の島嶼部で研究をおこなっています。

プロジェクﾄ「マーシャル諸島共和国ミリ環礁におけるグローバリゼーションと温暖化による人々の

生活への影響」

目的：グローバリゼーションと温暖化は世界中の人々に大きな脅威となっている。特にこれらの現

象は、脆弱性および狭隘性で特徴づけられる小島嶼において大きな影響を与えている。たとえ

ば、地球温暖化によって引き起こされた気温の上昇は、海水面の上昇を引き起こす。さらに、

海水面の上昇により、低島に暮らす人々の生活が成立できないというニュースも伝えられてい

る。太平洋には、環礁のように、低島が多く存在している。グローバリゼーションと温暖化の

脅威への対策として、まず我々は低島の現状と島民のグローバリゼーション及び温暖化に関す

る知識を理解する必要がある。本研究はマーシャル諸島共和国ミリ環礁におけるグローバリゼ

ーションと温暖化の人々への影響を検証することを目的とする。

調査地：マーシャル諸島共和国ミリ環礁

調査期間：2018 年 9 月 22 日～25 日

メンバーと調査内容

梁川英俊（鹿児島大学法文学部）

Social linguistic survey of the Marshall Islands
河合 渓（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター）

Shell color polymorphism in populations of the intertidal gastropod Nerita plicata
大塚 靖（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター）

Survey of mosquito container in Mili Atoll
山本宗立（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター）

Ethnobotanical study on chili peppers in Republic of the Marshall Islands
高宮広土（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター）

Prehistory and people of the Marshall Islands
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いざ、ミリ環礁へ 民族植物学的聴き取り調査

ミリ環礁の人々はヤシの葉を有効にりようして

いた。葉軸から作った「しゃもじ」

葉を利用した即席のお皿

ミリ環礁のチーフ（左）に感謝の意を表すプロジェクトリーダー大塚 靖准教授（右）

（3）国内客員研究員

昨年度からはじまった国内客員研究員制度に今年度の研究員と研究テーマは

タイプ I(奄美分室利用型)：西本希呼（京都大学東南アジア研究所）「奄美群島の自然と人の共生

―島固有の野生生物とその生物資源に着目して」。

タイプ II（島嶼研究推進型）：応募はありませんでした。
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最近の出版物

南太平洋研究 (South Pacific Studies) Vol.39, No.1, 2018 

Research Paper 

FUNAKI K. P.: Theoretical Perspectives of Gross National Generosity (GNG): Philosophy for a Dignified 

Pacific to Enrich the World 

PAPOUTSAKI E. and KUWAHARA S.: Mapping Small Islands Communicative Ecologies: a Case Study from the  

Amami Islands 

Occasional Papers 
No.59 (March 2018) 
平成 29 年度文部科学省特別経費（プロジェクト）薩南諸島の生物多様性とその保全に関する教

育研究拠点形成活動報告書（鈴木英治・河合 渓 編）

鹿児島大学島嶼研ブックレット

No.8 「近世トカラの物資流通」渡辺芳郎（March 2018）

No.9 「鹿児島の果樹園芸」冨永茂人（March 2018）

鹿児島大学島嶼研発掘調査報告書「沖縄 フェンサ城貝塚の研究 2009～2011度発掘調査書」

高宮広土・新里貴之・黒住耐二・樋泉岳二（編）
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～フィールドこぼれ話～ 

離島におけるエネルギー問題解消にむけて

市川 英孝（鹿児島大学法文学部）

再生可能エネルギーの利用が日本でも進んでいます。5月のエネルギー基本計画でも
日本のエネルギーミックスにおいて再生可能エネルギーの割合は 22～24%と変化はあ
りませんでしたが、主要なエネルギー源として取り扱うことになりました。これから

の発展の行方は非常に興味深いといえます。

昨年度から十島村の口之島沖で実証実験が行われている海流発電による離島におけ

るエネルギー利用に私も関与しています。株式会社 IHIが開発した海流発電実証機「か
いりゅう」が 2017年 8月に無事発電し、これからより安定的な運用を計画しています。
これから重要なのは、発電した電力をどう島に還流するかです。再生可能エネルギー

は時間帯や天候に左右される不安定な発電源です。しかし、この海流発電は海中にあ

り 24時間発電します。海流の強弱により発電量は左右しますが、太陽光などに比べか
なり安定的です。そのため、これにより生み出された電力が島でどう活用されるか、

非常に重要なフェーズになります。そのために研究会が発足し、鹿児島県、十島村、

鹿児島大学、IHIなどの関係者がその可能性を探ることになりました。このような研究
会では珍しいのが、私のような社会科学の研究者が参加していることです。その役割

の一つとして、村民にアンケート調査を実施しました。

十島村島民の方にとって、再生可能エネルギーは非常に好意的に受け取られていま

す。面白い傾向としては、自身のためというよりは、地域、島、村にとって再生可能

エネルギーを受け入れる、という傾向があることです。一般的に再生可能エネルギー

は導入実施する個人にとっての関心事であり、あまり地域のためというキーワードは

表に出てきません。この点が顕著なのはやはり島独特の問題点だからかもしれません。

十島村の電力事情は非常に独特です。もちろん電力会社の送電網につながれておらず、

島で発電し、供給が行われ、その量について余裕はありません。そこで今回の海流発

電の計画は島民にとって非常に期待が高いものになっていると考えられています。こ

の活動が嚆矢となり、島の電力問題をクリアにし、新たなビジネス需要が創造するこ

とができれば、島での生活も魅力がより出てくるのではないでしょうか。

海流発電の実用化は 2030年以降となっています。島の方々にとって、これまで自由
にならなかった電力に、新たな可能性が感じられるようになったのも、海流発電とい

う新たなイノベーションが実現できたからに違いありません。日本においては太陽光

が再生可能エネルギーの主役でありましたが、海に囲まれた日本にとっては、この再

生可能エネルギーが新たな可能性を見出すきっかけになるのではないでしょうか。そ

の行方を見守っていきたいと思います。
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編集後記

今年度から広報・出版部会の担当となりました。編集ははじめてですが、大きな悩みのタネは編

集の仕事にWindowsを利用せねばならないことでした。PCは得意分野ではないですし、ずっとMac

を使ってきた私にとって、これは結構時間のかかる仕事でした。やっと今一息つけそうです。

（高宮広土）
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『とうがらしに旅して』  
 

第十七回 「酒と唐辛子の関係（二）ヤシ酒―インドネシア編―」 
 

今回はインドネシアのヤシ酒と唐辛子についてのお話。インドネシアでお酒？と少し違和感が

あるかもしれないが、インドネシアでは地域によってはキリスト教やヒンドゥー教などイスラム

教以外の宗教を信仰する人々がおり、そのような地域には酒を嗜む文化がある。インドネシアの

マルク州ではサトウヤシ（Arenga pinnata）やココヤシなどからヤシ酒（今回は醸造酒に限る）を
造る。開花前の花序の先端を切り、そこから滴下する樹液を容器（竹筒など、最近はプラスチッ

ク製品）で受ける。採れたての樹液はとっても甘い。が、放置すると発酵が進む。甘めでアルコ

ール度数の低い微炭酸、甘味が少なくアルコール度数の高い醸造酒（といっても 5%くらいか？）、
そして最終的には酢、と変化していく。ヤムデナ島（タニンバル諸島）では、ヤシの樹液のこと

をサゲル（sageru）またはトゥックマット（tuk mat）と呼び、「サゲルを採取してから 1時間後、
1.5～2Lのポリタンクに対して、唐辛子の果実 20個ほどを 1つずつ指で潰してからサゲルにいれ
る。夜に飲む。別に辛くないが、すぐに酔う」との情報を得た。なんで唐辛子を入れるのだろう？

と不思議に思って調査を進めていると・・・「サゲルは甘いので、唐辛子を加えて、強く、熱く

する」や「サゲルを飲むとき、甘いため、好きな人は唐辛子を入れる」などと回答する男性たち。

なるほど、ヤシ酒は蒸留酒と比べてアルコール度数が低いうえに甘い。酒好きにはそれでは物足

りない。もっと強く、もっと熱く、つまり hotになるように、唐辛子の辛味が用いられているの
だ。それではマルク州の他の島ではどうだろう。ワマル島（アル諸島）では「ヤシ酒を飲むとき

に唐辛子を入れることもある。甘さに辛さがまざりおいしくなる」のように上記と類似した事例

が得られた。しかし、ブル島では「ヤシ酒を 晩置くと発酵が進み、少し酸っぱくなる。そのと

きに唐辛子の果実をつぶしていれる」のように、酸味が強くなったヤシ酒に対して唐辛子を加え

る事例もあった。もっとあちこちの島に行かないとヤシ酒と唐辛子の関係が見えてこないな、こ

のような理由をつけてまたヤシ酒を飲めるな、と現地の人々とヤシ酒を回し飲みしながら考えて

いた次第である。（山本宗立）


